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　●

○　構内指示の場所に敷きならす。

○　保全台帳：保全の技術的基準に関する通達及び「施設保全マニュアル作成要領」（監督職員より提示）

機材の品質・性能証明

表４　　「機器取付高さ」は、下記を標準とする。

壁付インターホン（親機）

壁付インターホン（玄関子機）

廊下表示灯（復旧ボタン付）

呼出しボタン（便所用）

スイッチ（車椅子用）

電磁開閉器用押ボタン

開閉器箱

壁掛形制御盤

壁付アウトレット（一般）

壁付アウトレット（和室）

ベル，ブザー，チャイム

壁付押しボタン（一般）

テレビインターホン（子機）

テレビインターホン（親機）

壁付インターホン（一般）

壁付アウトレット（一般）

液化石油ガス用検知器

都市ガス用検知器（軽質）

都市ガス用検知器（重質）

　１，５００以上

適　用　基　準　等

概　成　工　期

電気保安技術者

電気工事士

官公署への手続き

発生材の処理等

施　工　条　件

工　事　写　真

建設発生土の処理

総　合　調　整

支持金物・固定金具

あと施工アンカー

他工事との取合い

火気の使用

耐　震　施　工

電線本数、管路など

インサート

保温、結露防止

一種金属線ぴ

呼び線

フラッシプレート

完　成　図　等

ＯＡフロアー用

フロアプレート

動　力　設　備

電　線　類

機器取付高さ

予　備　配　管

工事用仮設物

監督員事務所

監督員事務所の備品等

足　場　等

蛍光灯安定器、ランプ

人感センサー用プレート

接地極の種別及び位置表示

塗　装　工　事

工事用電力、水、その他

表　１　「蛍光灯器具の安定器の回路方式」

表　２　「接地極一覧表」

ＥＰ×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－　組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×２

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－　組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－　組

ＥＢ（Ｄ＝１０又はＷ＝３０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆規格品

建築基準法施行令第２０条の５第４項による国土交通大臣認定品

下記表示のあるＪＡＳ規格品

ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

ｂ．接着剤等不使用

ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

ｄ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用

ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆規格品

建築基準法施行令第２０条の５第３項による国土交通大臣認定品

旧ＪＩＳのＥ

旧ＪＡＳのＦ

１．５

１．５

２．０

１．５

１．０

１．０

０．６

１．０

１．０

２．０

１．５

１．０

１．５

１．０

０．６

１．０

１．０

１．０

１．５

１．０

０．６

１．０

０．６

０．４

０．６

０．６

１．５

１．５

１．０

１．０

１．５

２．０

２．０

２．０

１．５

１．５

電源周波数

機　　　材　　　等

約２，５００

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

　○しない

〇する

　○しない

〇する

○する

○する

　　　　　住　　　所（　ｋ　ｍ　）

電気設備工事

作　業　内　容 分　別　解　体　の　方　法

　特定建設資材廃棄物の種類 　再資源化等をする施設の名称

　　工　　　程

　○新築　○修　繕　　

　　種　　　　類 　再　資　源　化 再資源化等をする施設の名称住所（ｋｍ）

分別解体・再資源化の完了時に、以下の事項を書面にて監督職員に報告する。

再資源化等が完了した年月日

再資源化等に要した費用

●下記以外は現場説明書による。

○　　現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

○　　発注者に引渡しを要するもの　（　　○　金属類　　　　　　　○　盤類　　　　　　○　電線、ケーブル　　）

受入場所　：

構外搬出距離　　　　　　ｋｍを越え　　　　　　ｋｍ以下　　（　ＤＩＤ地区　・　有　　・　無　）　　　

受け入れ条件（　　　　　　　　　　　　　　　　）

○　構内指示の場所にたい積する。

○　構外指定場所に搬出（搬出時期等を監督職員に提出する。）

○　本工事は建設発生土情報交換システム（以下「システム」という）の登録対象工事であり

●　イ）屋外機器及び屋外の配管に使用する支持金物（ボルト類）はステンレス製（SUS304）とし、屋外機器のアンカーボルト

　　のナットにはナットキャップ（樹脂製）を取り付ける。

●　ロ）振動を伴う機器の支持金物のナットはダブルナットとする。

イ）あと施工アンカー　　接着系アンカー

ロ）施工図　　　建築、設備機器等の総合的な位置、取り合いを検討できる施工図を監督職員に提出し、承諾を受ける。

建築物内での火気の使用は原則として行わない。

（Ｋｓ）は下表による。

処理を行う。

さしつかえない。

●　金属製（ステンレス、新金属も含む）　　　　　○　樹脂製（一部可）

発注者に譲渡する。

提出物　　ＣＡＤデーター一式（電子データ等に内容の目録を添付する）

　　　　提出物　　原図（原図が提出できないものは原図にかわる図でよい。）Ａ１　１部（３つ折りケース収納）

　　　　　内容に整合した保全方法を写真等を用い具体的に分かり易い解説をした図書とする。

　　　　提出物　　Ａ４判ファイル綴じ込み　１部（関連工事と合本する）

　　１冊

水平調整付プレート（空転防止リング付）とする。

５０Ｈｚ

●　ＣＡＤで新規作成　　　　○　既存完成図の修正（ＣＡＤデーターの提出は不要）

設計図ＣＡＤデータの貸与　　　○貸与する　　　●貸与しない

●・・・施工図

●　保全に関する資料：機器取り扱い説明書、機器性能試験成績表、官公署届出書類、総合調整測定表、主要機器一覧表、

図面に特記なき場合は、表　１「蛍光灯器具の安定器の回路方式」による。

蛍光ランプは下記による。

照明の人感センサー制御を行う部屋には、下記の注意プレートを設置する。

材質：アクリル板

参考文例：「人の動きを検知して点灯いたします。一定時間動きがなければ消灯しますので

　　　　　　その際は再度身体を動かしてください。」

注意プレート設置室

下記部位に使用する、外面めっき電線管の露出配管には塗装を施す。

第６編通信・情報設備工事　第１章　機材　第１節　電線類等　１．１．１　電線類等　表１．１．１電線類に

表　３「ＥＭケーブル：環境に配慮した電線」を追加する。

図面に特記なき場合は、表　４「機器取付高さ」による。

５個以上の場合（ＰＦ２２）を２本、天井まで立上げる。

現場説明書による。

枠組足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン（厚生労働省平成１５年４月策定）」により、設置については

同ガイドラインに基づく働きやすい安心感のある足場とし、二段手すりと幅木の機能を有する部材があらかじめ備えられた手すり

先行足場型とするか又は改善措置機材を用いて手すり先行専用足場型と同等の機能を確保するものとする。

○　省エネ形　　　　　　　　　　○　一般形　　　　　　　　　　　　●　ＬＥＤ

図面に特記なき場合は、表　２「接地極一覧表」による。

○　ノイズ対策用として絶縁トランスを設置する。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成２８年）

電池内蔵形非常用照明器具

上記以外のもの

ルーバー又は照明カバー付、防雨形、防湿形

ルーバー又は照明カバーが取付け可能な器具

センサー等と組合せて連続調光を行う器具

連続調光に使用する器具

初期照度補正制御を行う器具

上記以外の露出形及び下面開放形

Ｈ１６Ｗ　Ｈ２４Ｗ　Ｈ３２Ｗ　Ｈ４２Ｗ

Ｐ３２Ｗ　Ｐ４５Ｗ

１８Ｗ　２７Ｗ

○　　既設キュービクルの変圧器、コンデンサの絶縁油微量ＰＣＢ分析を行うものとする。

防雨形器具、防湿形器具、シーリングライト、プルスイッチ付

本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、次の１）から５）を満たす

再資源化等をした施設の名称及び住所

埋込形分電盤からの立上り予備配管は、予備の配線用遮断器４個以下の場合（ＰＦ２２）を１本、

イ）施工範囲　　図面に特記なき場合は、「工事区分表」による。

　　　都道府県条例の対象建設工事であり、分別解体等及び特定建設資材の再資源化等について適切な処理を行う。ただし、

　　　工事契約後にやむを得ない事情により予定していた条件により難い場合は監督職員と協議する。

　　　なお、再利用・減量化等を含め発生材の搬出処理費は今回工事範囲外とする。

　　　請負者は工事の実施に当たって土量、土工時期に変更があった場合、速やかに当該システムにのデータ変更を行う

　　　ものとする。なお、これによりがたい場合には監督職員と協議しなければならない。

（１）本工事に使用する設備機材等は、設計図書（「設備機材等選定表」を含む）に規定するもの、又はこれらと同等のものとする。

　　　ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

（２）化学物質を発散する建築材料等

１．工事場所

．工事概要Ｉ

２．建物概要

　工事実績情報の登録

．工事仕様ＩＩ

１．共通仕様

　設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料のうち、「標準仕様書に定める品質及び性能」を有することの証明

　となる資料は、監督職員の承諾を受けることにより、外部機関が発行する証明資料の写しとすることができる。

　工事期限より　　　　日前

　　　本工事は「建設工事に係わる資材の再資源化等に関する法律」（平成１２年５月３１日法律第１０４号）及び施行令又は

４．工事種目（■印の付いたものを適用する。）

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事

による。

　●

　●

　●

　●

　●　登録を行う。　　　　○　登録を行わない。

章 項 目 特 記 事 項

２．特記仕様

●印の付いたものを適用し、○印の付いたものは適用しない。

（　接着剤　　　　　○　有機系　）

金属拡張系アンカー

　各機器の個別運転後に総合調整を行い、機能確認報告書を監督職員に提出する。

設置場所 機器種別
重要機器 重要機器

機　器

防振支持の機器

水槽類

中　間　階

地下・１階

上層階

屋上及び塔屋

特定の施設

一般機器

　一般の施設

一般機器

機　器

防振支持の機器

水槽類

機　器

防振支持の機器

水槽類

　設備機器の固定は、「建築設備耐震設計・施工指針　２００５年版（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築

　〇

　工事完成時に下記の図書を監督職員に提出する。なお、施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は

　　　　　　　　　原図　Ａ１　１部（３つ折りケース収納）

　　　　　　　　　陽画複写製本　Ａ１　２つ折り製本　１部

　　　　　提出物　　Ａ４判ファイル綴じ込み　　　１部　（関連工事と合本する。）

　　　　　　に基づき作成する。

　　　　　　主要材料等）Ａ４判ファイル綴じ込み　１部

　●

●・・・完成図等

　本工事に必要な工事用電力、水などの費用は、請負者の負担とする。

該当する建築材料

規　制　対　象　外

○

○○

第　　三　　種

ホルムアルデヒドの発散量

規格品

規格品

　　ものとする。

　　　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、その他の木質建材、

　　　　　ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない難揮発性の可塑剤を使用し、ホルム

　　　　　アルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　５）上記　１）、　３）及び　４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、ホルムアル

　　　　　デヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　なお、ホルムアルデヒドを放散しないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒドの放散が極めて少ないもの

　　とは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外のものを使用するものとするが、該当する材料等がない場合は、

　　第三種のものを使用するものとする。

　　　また、「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

　　配線器具の蓋

　●

　●

　●

一
　
　
　
般
　
　
　
共
　
　
　
通
　
　
　
事
　
　
　
項

　●

　●

　●

一
　
　
　
般
　
　
　
共
　
　
　
通
　
　
　
事
　
　
　
項

　工事現場におく電気保安技術者は、監督職員の職務を補佐し、電気工作物の保安の業務を行うものとする。

　最大電力５００ｋＷ以上の場合においても、第１種電気工事士により施工を行う。

　工事の着手、施工、完成にあたり、関係官公署その他の関係機関への必要な届出手続き等を遅延なく行う。

　重要度の高い設備機器

　施工方法：

　○Ａ種（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　○Ｂ種（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　ＭＭ１－Ａを使用する。　（位置ＢＯＸ共）

　分電盤、制御盤、端子盤などの２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径などは、監督職員の承諾を受けて、変更しても

　床版で断熱材打込み部分は、断熱材用インサートとする。

　長さ１ｍ以上の入線しない管路には、１．２ｍｍ以上の樹脂被覆鉄線を挿入する。

文字：印刷文字（黒及び赤）

　（規模、仕上げの程度及び備品等については現場説明書による。）

　○　設ける（　○　既存建物内の一部を使用する。　　○　構内に設置する。　　号　　○　構外に設置する。　　号）

　注）コンパクト形のランプ（一般形）の光源色は、３波長域発光形（昼光色）とする。

一
　
　
　
般
　
　
　
共
　
　
　
通
　
　
　
事
　
　
　
項

　
仮
　
　
設
　
　
工
　
　
事

　
工
　
　
事
　
　
範
　
　
囲

工
　
　
事
　
　
内
　
　
容

　注）必要な天井点検口については管理監督者との協議による

地上～窓中心

地上～引込点

測　　　点

鏡上端～中心

床上～上端廊下通路誘導灯

者 床上～中心

用 床上～中心

床上～中心

力

障

身

動

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

ブラケット（一般）

コンセント（厨房）

（ファン用）

コンセント（車庫）

コンセント（機械室）

ブラケット（踊場）

ブラケット（鏡上）

避難口誘導灯

コンセント（屋外）

灯

コンセント

地上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～下端

床上～中心

床上～中心

床上～下端

床上～中心

コンセント（和室）

分　電　盤（壁掛形）

コンセント（一般）

スイッチ（一般）

スイッチ（和室）

コンセント（台上）

電

通

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

台上～下端

床上～中心

引込線引留め高

機　　　　　器

取引用計器共

テ 天井～上端 　　　２００機器収容箱

直列ユニット（一般）

直列ユニット（和室）

　１，３００

知
　１，５００

　１，１００

　１，１００

　１，３００

　１，３００

　　　９００

　１，５００

火

発　信　機

機器収容箱

表　示　灯

警報ベル
報

災

受　信　機

副受信機

ビ

レ

床上～上端 　　　２５０

天井～上端

床上～上端 　　　２５０

　　　１５０

床上～操作部

床上～操作部

床上～操作部

床上～操作部

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

　２，３００

　２，１００

　　　２００

　　　３００

端子盤（ＥＰＳなど）

端子盤（廊下、室内）

壁付アッテネータ

壁付形スピーカ

ファン下端

　１，３００

タ

ン
ホ

ー

イ
ン

壁付発信機

表　示　盤

等

表

示

　１，３００

　１，２００

　　　１００

　　　２００

　　　３００

壁掛形親時計

壁付子時計計

拡

声

時

話

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

　１，３００

　１，３００

　２，３００

　１，３００

　２，３００

　１，３００

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～下端

床上～中心

床上～中心

　　　２００

　１，３００

　２，３００

　２，３００

　　　３００

　１，５００

　　　３００

引込線引留め高

取付高（ｍｍ）

約１，８００

集合保安器箱
電

地上～引込点

天井～上端 　　　２００

機　　　　　器 測　　　点 取付高（ｍｍ）

　１，５００床上～中心機器収容箱（ＥＰＳ）

床上～中心 　　　９００

床上～中心 　１，４００床上～中心

床上～中心 約１，３５０

ただし、これにより高い場合は監督職員と協議する。

１，５００（上端２，０００以下）

１，５００（上端２，０００以下）

１，５００（上端２，０００以下）

８００～１，０００

５００～１，０００

８００～１，５００

８００～１，５００

８００～１，５００

８００～１，５００

１，０００～１，３００

２，１００～２，３００

コンセント（車椅子用

　１，０００以下

　　　１５０

「使用中」「施錠中」表示灯

工　　　　事　　　　種　　　　別建物別及び

工事種目 屋外 備　　考

照 明(非常・誘導灯含)　設　備

駐 車 場 管 制 設 備

防 犯 ・ 入 退 室 管 理 設 備

電波障害調査

　●

　●

　●

ラ　ン　プ

直管形の

のランプ

Ｈｆ形のランプ

蛍　　光　　灯　　の　　種　　類

高輝度誘導灯

２０形

ＰＸＨ　５

Ｅ　　１５

ＰＮ　　５

ＥＬ　１５

ＧＬ　１５

ＧＨ　１５

標準図記号

ＰＺＨ　５

ＰＨＨ　５

ＰＮＨ　５

ＰＴＨ　５

ＰＫＨ　５

コンパクト形
一般形

Ｈｆ形

　装柱機器及び屋外灯用接地極の埋設標は不要とする。

ただし、Ｄ＝１０は１，０００ｍｍ、Ｗ＝３０は１，２００ｍｍとする。

避雷器用（低圧用）

避雷器用（高圧用）

共　同　接　地

構内交換機（陽極用）

本配線盤の保安装置

拡声増幅器

電話引込口の保安器

測　定　用

Ｄ　種　接　地

Ｃ　種　接　地

Ｂ　種　接　地

Ａ　種　接　地

避雷設備用接地

避雷設備用接地

防犯装置用 Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｓ

ＬＨ

ＬＬ

Ｏ

Ｄａ

Ｄｔ

ｔ

Ａｔ

接地抵抗値記　　　号

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

接地の種別

Ｅ

Ｅ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ａ

Ｌ

Ｌ

接地極の規格、数量

Ｅ Ｅ ＣＡ共　同　接　地 Ｅ Ｄ

Ｅ Ｅ ＤＡ ＥＬＨ

　接地極の種別は下記を標準とし、ＥＢの長さは１，５００ｍｍとする。

避雷器用（モデム用） Ｅ ＭＤ

○

○

○

○

○

○

○

　　　　　以下

　１０　　以下

　　　　　以下

　１０　　以下

　１０　　以下

　○

１００　  以下

□

　　　　提出物　　Ａ４判ファイル綴じ込み　　部（関連工事と合本する）

１００　  以下

１００　  以下

　１０　　以下

　１０　　以下

　１０　　以下

　１０　　以下

１００　  以下

ピット内配線 大ホール床下ピット内配管については木製等クリート台にパイプを固定し、整然と並べて配管を施すこと。

車両乗入れ

建築鉄骨鋼材に専用支持金具を使って固定。

補助設備：照明器具附設の落下防止ワイヤーにて補助する。

建物名称 構　造
階数 建築基準法上の面積 消防法施行令

備　考
別表第１の区分地上 地下 塔屋 延べ面積（㎡）建築面積（㎡）

□

※ すべてLED照明に更新する

　１０　　以下

１００　  以下

屋 外

資機材置場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●構内　　　○

建設発生土（埋戻し及び盛土用）の仮置場所　　　　　〇構内　　　○　　　　　　

工事車両の駐車場　　　 　　　　　　　　　　　　　 〇構内　　　○

研究所監修）」による。なお、本工事の施設分類は（　　●　特定の施設　　○　一般の施設）とし、設計用標準水平震度

　外部に面する壁、天井で建築工事でＰＦ板（スタイロホーム等）打ち込み箇所に取付ける位置ボックスなどは保温、結露防止の

（　○屋外［VEまたは溶融亜鉛メッキ管］　○　　　　　　　　　　○　　　　　　　　　　）

　○

　○

　　　　　以下

○

○

屋内運動場

屋内運動場

□

■

受　変　電　設　備

動　力　設　備

換　気　電　源　設　備

幹　線　設　備

□

□

□

コンセント　設　備

発　電　設　備

構 内 情 報 通 信 網 設 備

構　内　交　換　設　備

拡　声　設　備（電気時計含む）

非　常　放　送　設　備

誘　導　支　援　設　備

テ レ ビ 共 同 受 信 設 備

監 視 カ メ ラ 配 管 設 備

映 像 ・ 音 響 設 備

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

中 央 監 視 制 御 設 備□

自 動 火 災 報 知 設 備

昇　降　機　設　備

構内配電線路

構内通信線路

警 備 保 障 用 配 管 設 備

□

□

□

□

□

□

改設一式

５．指定部分　　　※　無し　・　有り（工期　令和　　年　　月　　日、　対象：　　　　　　　　　　　　　　）

●営繕工事電子納品要領（令和３年改訂版）

　○

　○

　○

○　銅合金製　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　アルミ製

○　アルミ製　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　樹脂製

　○ ○　制御盤等で配管ボンドとなる負荷には接地端子を設けない。

　○

　○

　○

　○

　○

　○

　構内に作ることが　　○　できる（図示）　　○　できない

　●　設けない　

○

○

○

○

○

○

○

○

　○

　○　東北地方整備局制定の営繕工事事業用電気工作物保安規程を適用する。

　○

　● 　●　発生材の分別解体及び再資源化

●分別解体の方法

　○増築　●模様替　　　●有　　○無

●手作業　　　○手作業、機械作業併用

　○

（　○本体打込み式　　　　　　　）

ロ）試　　験　　　　　　性能確認試験　　　　 （　○行わない　　　○行う　　　）

　　施工確認試験　　　　 （　○行わない　　　○行う　　　）

　○

○　自立配電盤　　　　○　発電装置　　　　　○　交換機　　　○　ＵＰＳ　　　○　直流電源装置　　　○　防災盤

○　増幅器（自立形）　○　受信機（自立形）　○　情報通信ラック　　○　電灯・動力トランス　　○　動力分電盤

　○

　○

　○

　○

　●

○　建設大臣官房官庁営繕部監修「管理者のための建築物保全の手引き　改訂版」

　○

（　○　便所［男・女・多目的］　　　　　○　　　　　　　）

　○

仮　設　工　事

外部足場　　　　　（○　Ａ種　○　　Ｂ種　　　○　Ｃ種　　○　Ｄ種　　　　　　　　　　　　　）

内部足場　　　　　（○　脚立　○　　足場板　　○　（建築工事）を無償で使用できる　）

○上記の他、別契約の関係請負者が定置した足場、さん橋類は無償で使用できる。

仮設間仕切　　　　（○　Ａ種　○　　Ｂ種　　　○　Ｃ種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　

　●

１.　既設照明器具（蛍光灯、水銀ランプ）を高効率照明 ＬＥＤに更新改修を行う。

○・・・保全に関する資料

○施設保全マニュアル：「施設保全マニュアル作成要領」（監督職員）に基づき作成する。当該施設固有の

○　機器取り扱い説明書　：　宿舎等で共用部分は除く部分に設置した機器の取扱い説明書をまとめる。

〇特定建設資材廃棄物の発生材の処理

●営繕工事写真撮影要領（令和５年版）による。　　（完成写真　●要　　○不要）

７項 -

編）（令和７年版）」（以下「改修標準仕様書」という。）及び国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修の「公共建築設備工事

標準図（電気設備工事編）（令和７年版）」（以下「標準図」という。）による。ただし、改修標準仕様書に記載されていない事項は

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和７年版）」（以下「標準仕様書」という。）

○特定建設資材廃棄物以外の発生材の処理

　○しない

　○しない

㎞

㎞

●　　特別管理産業廃棄物　　         （　　●　　ＰＣＢ使用機器　　                                                                ）

　○

　　　　　　　　　陽画複写製本　Ａ３　２つ折り製本　１部

山形県鶴岡市下名川落合2番地

※　鶴岡市立あさひ小学校屋内運動場高効率照明器具更新工事に伴い、下記の項目を改設する。
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監 理 者 印

施 工 者 印

着工年月日

竣工年月日

(A1)N/S
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鶴岡市立あさひ小学校校屋内運動場高効率照明器具改修工事（繰越明許）　特記仕様書

鶴岡市立あさひ小学校校屋内運動場高効率照明器具改修工事（繰越明許）

●ローリングタワー２段型（車輪付き）高さ３．８ｍ 　１組リース品導入する。

●ローリングタワー４段型（車輪付き）高さ７．２ｍ 　１組リース品導入する。
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係 専門員 係長 主査 課長補佐 課長R  年  月  日
監 理 者 印

施 工 者 印

着工年月日

竣工年月日
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鶴岡市立あさひ小学校校屋内運動場高効率照明器具改修工事（繰越明許）



自在器

2灯用吊具

白熱灯　セード:広照型　アルミ反射笠　ガード:網目状　ランプ:200V 1000W　高天井用

FL-40W×2　FA-42221-GH

FL-20W×5　FP-2125 FL-40W×1　FA-41225-GH FL-40W×1　FA-41980-GH FL-20W×1　FA-21010-GH FL-40W×2　FA-42005-GH

FL-40W×2　FA-42221-GH　8連 FL-20W×1　FA-21280-GH 埋込下面開放　20W×2 富士型　20W×2

ブラケットライト　20W×1

A B C D E F

G H I J K L

M

非常電源内蔵型　停電時:自動切替　自動点灯
R

水銀灯　セード:広照型　アルミ反射笠　ガード:網目状　ランプ:200V　700W　安定器:定電力型　高効率　200V　700W用

ウォールライトポーチライト
N O P Q

富士型　40W×1

平凸レンズスポットライト（スタンド型）

本体:NQ3010　　　スタンド:NK32000　　　カラーホイルNK:30100

FL-20W×1　FA21976　ガード付　消防法規格適合品

PROJ.   NODATE PROJ. 　 ITLE

DWG.     TITLE

SCALE

CHECK

山形県鶴岡市切添町23-5

TEL.0235-33-9808　FAX.0235-33-9809

一級建築事務所 山形県登録(1811)第1820号

一級建築士登録 第141949号　佐藤　繁子

（ 一級建築士事務所／機械・ 電気設備設計）

株式会社

アーキシステ ムエンジ

係 専門員 係長 主査 課長補佐 課長R  年  月  日
監 理 者 印

施 工 者 印

着工年月日

竣工年月日

2025

照明器具姿図（改修前） (A1)N/S
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（ガード付）

鶴岡市立あさひ小学校校屋内運動場高効率照明器具改修工事（繰越明許）



ＬＥＤシーリングライト ３０形丸形蛍光灯１灯器具相当 ＬＥＤスクエアベースライト 直付・埋込兼用型 下面開放型 □７２０

ポーチライト　６０形電球２灯器具相当 ＬＥＤウォールライト　２０形 ＬＥＤ　Ｂ級・ＢＬ形　避難口誘導灯片面型

下面ガード　フレーム：鋼材（亜鉛メッキ仕上）

高天井用照明器具　マルチハロゲン灯１０００形器具相当

ｉＤシリーズ直付型４０形　反射笠付型

蛍光灯器具用ガード　ホワイト塗装

ｉＤシリーズ直付型４０形　反射笠付型 ｉＤシリーズ直付型２０形　Ｄスタイル　Ｗ１５０ ｉＤシリーズ直付型４０形　Ｄスタイル　Ｗ１５０

ｉＤシリーズ直付型４０形　反射笠付型 ｉＤシリーズ直付型４０形　反射笠付型 ｉＤシリーズ直付型２０形　反射笠付型 ｉＤシリーズ直付型２０形　Ｄスタイル　Ｗ１５０ｉＤシリーズ埋込型２０形 下面開放型　Ｗ１５０

ＬＥＤブラケット　１５形直管蛍光灯１灯器具相当 ｉＤシリーズ直付型４０形　Ｄスタイル　Ｗ１５０

光源寿命４００００時間（光束維持率７０％）
プラスチック（ホワイト）、カバー：プラスチック（乳白
防湿型・防雨型、ネジ込み方式、天井直付型・壁直付型
器具光束１０２０ｌｍ、消費電力１４Ｗ、電圧１００Ｖ

電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８０

参考型式:パナソニック　ＬＧＢ８５０４２ＬＥ１

Ｗ＝４５０　Ｈ＝６５　出しろ６４
両面化粧タイプ

カバー：プラスチック（乳白）
拡散タイプ、天井直付型・壁直付型

器具光束８４０ｌｍ、消費電力９．５Ｗ、電圧１００Ｖ
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

参考型式:パナソニック　直付ＸＦＸ２３０ＫＥＮＬＥ９

電源装置はライトバー側に内蔵
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

本体：鋼板（白色粉体塗装）
消費電力２０．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

一般タイプ、３２００ｌｍタイプ

可動範囲上下９２度、回転方向３６０度

参考型式:パナソニック　直付ＸＦＸ４５０ＫＨＮＬＥ９

電源装置はライトバー側に内蔵
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

本体：鋼板（白色粉体塗装）
消費電力２６．３Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

省エネタイプ、５２００ｌｍタイプ

参考型式:パナソニック　直付ＸＦＸ４４０ＫＨＮＬＥ９

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３、電源装置はライトバー側に内蔵
光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

本体：鋼板（白色粉体塗装）
約１０～１００％連続調光型

消費電力２０．９Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
省エネタイプ、４０００ｌｍタイプ

　　　　 ガード　ＦＫ４１５３４　(チェーン有)
参考型式:パナソニック　直付ＸＦＸ４５０ＫＥＮＬＥ９

電源装置はライトバー側に内蔵
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

本体：鋼板（白色粉体塗装）
消費電力３１．９Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

一般タイプ、５２００ｌｍタイプ

参考型式:パナソニック　直付ＸＦＸ４６０ＫＥＮＬＥ９

電源装置はライトバー側に内蔵
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

本体：鋼板（白色粉体塗装）
消費電力４３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

一般タイプ、６９００ｌｍタイプ

参考型式:パナソニック　ＬＧＷ５１７０４ＢＣＦ１

カバー：アクリル（乳白）
プラスチック（オフブラック）

防湿型・防雨型、拡散タイプ、ネジ込み方式
器具光束８６５ｌｍ、消費電力１０．７Ｗ、電圧１００Ｖ

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

参考型式:パナソニック　ＬＧＷ５０６３１Ｕ

B C D E F

G H I J K L

M N O P Q R

A

ＬＥＤ誘導灯コンパクトスクエア
Ｂ級・ＢＬ形　片面型

壁・天井直付型　一般型（２０分間）
ニッケル水素蓄電池　リモコン自己点検機能付

型式認定番号：１ＡＭ１１１－３２０９

ガード　ＦＫ０２５６１Ｚ
パネル　ＦＫ２０３００

参考型式:パナソニック　本体　ＦＡ２０３１２ＣＬＥ１

公共施設型番：ＳＨ１－ＦＢＦ２０－ＢＬ
公共施設型番：ＳＨ１－ＦＳＦ２０－ＢＬ

電源装置はライトバー側に内蔵
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

本体：鋼板（白色粉体塗装）
消費電力２５Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

一般タイプ、４０００ｌｍタイプ

参考型式:パナソニック　直付ＸＦＸ４４０ＡＥＮＬＥ９

一般タイプ、１６００ｌｍタイプ
消費電力１１．６Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）

参考型式:パナソニック　直付ＸＦＸ２１０ＡＥＮＬＥ９

電源装置はライトバー側に内蔵
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

公共施設型番：ＬＳＳ９－２－１５ 公共施設型番：ＬＳＳ９－４－３７

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）

点灯ユニット（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
本体：鋼板（高反射白色粉体塗装）、枠：鋼板（高反射白色粉体塗装）

調光タイプ（約１０～１００％）
消費電力４１．５Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ

スクエア光源タイプ、一般光源ユニット、６５００ｌｍタイプ

参考型式:パナソニック　直付ＸＬＸ１６０ＤＥＮＪＬＡ９
公共施設型番：ＬＳＳ１５－７－５８

参考型式:パナソニック　直付ＸＦＸ２３０ＡＥＮＬＥ９

電源装置はライトバー側に内蔵
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

本体：鋼板（白色粉体塗装）

一般タイプ、３２００ｌｍタイプ
消費電力２０．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

参考型式:パナソニック　埋込ＸＦＸ２３０ＰＥＮＬＥ９

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３、電源装置はライトバー側に内蔵
光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

反射板：鋼板（高反射白色粉体塗装）
本体：亜鉛鋼板

消費電力２０．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
一般タイプ、３２００ｌｍタイプ

公共施設型番：ＬＳＳ９－２－３０

電源装置はライトバー側に内蔵
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

参考型式:パナソニック　直付ＸＦＸ４５０ＡＥＮＬＥ９

光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

本体：鋼板（白色粉体塗装）

一般タイプ、５２００ｌｍタイプ
消費電力３１．９Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

公共施設型番：ＬＳＳ９－４－４８
参考型式:パナソニック　ＮＮＦＷ２１８００ＫＬＥ９

天井直付型・壁直付型、保護等級：ＩＰ２３
本体：ステンレス、カバー：ポリカーボネート（乳白）

器具光束９９０ｌｍ、消費電力１０Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ
５０００Ｋ、Ｒａ８３、光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）

ＬＥＤ内蔵、電源ユニット内蔵　防湿型・防雨型

公共施設型番：ＬＢＦ３ＭＰ／ＲＰ－２－０６
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山形県鶴岡市切添町23-5

TEL.0235-33-9808　FAX.0235-33-9809

一級建築事務所 山形県登録(1811)第1820号

一級建築士登録 第141949号　佐藤　繁子

（ 一級建築士事務所／機械・ 電気設備設計）

株式会社

アーキシステ ムエンジ

係 専門員 係長 主査 課長補佐 課長R  年  月  日
監 理 者 印

施 工 者 印

着工年月日

竣工年月日

(A1)N/S

2025

照明器具姿図（改修後）

E-04

公共施設型番：ＬＲＳ６－２－３０

　　　　 ガード　ＮＹＫ００１１７
参考型式:パナソニック　ＮＹＭ２０２１５ＬＲ２

器具本体（４．４ｋｇ）
約５～１００％連続調光、落下防止ワイヤー付

本体：アルミ、パネル：ポリカーボネート（透明）、アーム：亜鉛鋼板
光束維持時間６００００時間（光束維持率８５％）、電源内蔵型

昼白色、５０００Ｋ、Ｒａ７０、中角タイプ、直付型
光束４２３００ｌｍ、消費電力２３０．２Ｗ、電圧２００～２４２Ｖ

公共施設型番：ＬＳＲ２Ｍ－４００
　　　　　　　　ＬＳＲ２ＡＭ－３４０

10

スポットライト　１５０形電球１灯器具相当

位相制御式（２線式）

セード：プラスチック（ブラック）
器具光束８５０ｌｍ、消費電力９．３Ｗ、電圧１００Ｖ

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３、集光タイプ
光源寿命４００００時間（光束維持率７０％）

ＬＥＤフラットランプφ７０　クラス１０００　１灯（口金ＧＸ５３－１）

参考型式：パナソニック　スポットライトＸＡＳ５０２１ＮＣＣ１

鶴岡市立あさひ小学校校屋内運動場高効率照明器具改修工事（繰越明許）



1.6×4(25)
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女子WC 男子WC

N N2 2

注記

2.高天井用器具（安定器別置型）で安定器収容箱内に安定器が設置

　されている場合、安定器自体は撤去とするが、安定器収容箱は

　撤去しない。収容箱扉面に［予備］の表示を行う事。

1.原則、照明器具機器のみ更新とし、既設配管配線は改修対象外とする。

G

2
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監 理 者 印

施 工 者 印

着工年月日

竣工年月日

2025

照明設備　1階　平面図 (A1)1/100

E-05
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(25)
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(19)
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5.5□×4(25)
38□×3(39)

14□×4(31)
8□×4(31)
8□×4(31)
1.6×2(19)
38□×3(39)

1.6×3(19)

L-1

8□×4(25)

(25)
5.5□×2
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更衣室

2C

更衣室

2C

C

階段

1

フドウ棚

C 2

2

ギャラリー

D

Q 9

アリーナ

T T TH H H水銀灯安定器×3 水銀灯安定器×3 水銀灯安定器×3

高天井器具用安定器収容箱

安定器のみ撤去,収容箱は撤去しない

高天井器具用安定器収容箱

安定器のみ撤去,収容箱は撤去しない

高天井器具用安定器収容箱

安定器のみ撤去,収容箱は撤去しない

PROJ.   NODATE PROJ. 　 ITLE

DWG.     TITLE

SCALE

CHECK

山形県鶴岡市切添町23-5

TEL.0235-33-9808　FAX.0235-33-9809
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係 専門員 係長 主査 課長補佐 課長R  年  月  日
監 理 者 印

施 工 者 印

着工年月日

竣工年月日

2025

照明設備　2階　平面図 (A1)1/100

E-06
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2.0×4 (25)
E2.0
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PROJ.   NODATE PROJ. 　 ITLE
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SCALE

CHECK

山形県鶴岡市切添町23-5

TEL.0235-33-9808　FAX.0235-33-9809

一級建築事務所 山形県登録(1811)第1820号

一級建築士登録 第141949号　佐藤　繁子

（ 一級建築士事務所／機械・ 電気設備設計）

株式会社

アーキシステ ムエンジ

係 専門員 係長 主査 課長補佐 課長R  年  月  日
監 理 者 印

施 工 者 印

着工年月日

竣工年月日

(A1)N/S

2025

E-00

表紙・図面リスト

電気設備特記仕様書

表紙図面リスト

配置図・案内図

図番 図面名称 縮尺

E-01

E-02

E-03

E-04

E-05

E-00 N/S

N/S

N/S

N/S

照明器具姿図（改修前）

照明器具姿図（改修後）

照明設備　1階　平面図

照明設備　2階　平面図

令和 ７ 年 １０ 月

E-06

1/60

1/60

10

1/500

鶴岡市立櫛引東小学校屋内運動場高効率照明器具改修工事（繰越明許）

鶴岡市立櫛引東小学校屋内運動場高効率照明器具改修工事（繰越明許）



　●

○　構内指示の場所に敷きならす。

○　保全台帳：保全の技術的基準に関する通達及び「施設保全マニュアル作成要領」（監督職員より提示）

機材の品質・性能証明

表４　　「機器取付高さ」は、下記を標準とする。

壁付インターホン（親機）

壁付インターホン（玄関子機）

廊下表示灯（復旧ボタン付）

呼出しボタン（便所用）

スイッチ（車椅子用）

電磁開閉器用押ボタン

開閉器箱

壁掛形制御盤

壁付アウトレット（一般）

壁付アウトレット（和室）

ベル，ブザー，チャイム

壁付押しボタン（一般）

テレビインターホン（子機）

テレビインターホン（親機）

壁付インターホン（一般）

壁付アウトレット（一般）

液化石油ガス用検知器

都市ガス用検知器（軽質）

都市ガス用検知器（重質）

　１，５００以上

適　用　基　準　等

概　成　工　期

電気保安技術者

電気工事士

官公署への手続き

発生材の処理等

施　工　条　件

工　事　写　真

建設発生土の処理

総　合　調　整

支持金物・固定金具

あと施工アンカー

他工事との取合い

火気の使用

耐　震　施　工

電線本数、管路など

インサート

保温、結露防止

一種金属線ぴ

呼び線

フラッシプレート

完　成　図　等

ＯＡフロアー用

フロアプレート

動　力　設　備

電　線　類

機器取付高さ

予　備　配　管

工事用仮設物

監督員事務所

監督員事務所の備品等

蛍光灯安定器、ランプ

人感センサー用プレート

接地極の種別及び位置表示

塗　装　工　事

工事用電力、水、その他

表　１　「蛍光灯器具の安定器の回路方式」

表　２　「接地極一覧表」

ＥＰ×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－　組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×２

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－　組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－　組

ＥＢ（Ｄ＝１０又はＷ＝３０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆規格品

建築基準法施行令第２０条の５第４項による国土交通大臣認定品

下記表示のあるＪＡＳ規格品

ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

ｂ．接着剤等不使用

ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

ｄ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用

ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆規格品

建築基準法施行令第２０条の５第３項による国土交通大臣認定品

旧ＪＩＳのＥ

旧ＪＡＳのＦ

１．５

１．５

２．０

１．５

１．０

１．０

０．６

１．０

１．０

２．０

１．５

１．０

１．５

１．０

０．６

１．０

１．０

１．０

１．５

１．０

０．６

１．０

０．６

０．４

０．６

０．６

１．５

１．５

１．０

１．０

１．５

２．０

２．０

２．０

１．５

１．５

電源周波数

機　　　材　　　等

約２，５００

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

　○しない

〇する

　○しない

〇する

○する

○する

　　　　　住　　　所（　ｋ　ｍ　）

電気設備工事

作　業　内　容 分　別　解　体　の　方　法

　特定建設資材廃棄物の種類 　再資源化等をする施設の名称

　　工　　　程

　○新築　○修　繕　　

　　種　　　　類 　再　資　源　化 再資源化等をする施設の名称住所（ｋｍ）

分別解体・再資源化の完了時に、以下の事項を書面にて監督職員に報告する。

再資源化等が完了した年月日

再資源化等に要した費用

●下記以外は現場説明書による。

○　　現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

○　　発注者に引渡しを要するもの　（　　○　金属類　　　　　　　○　盤類　　　　　　○　電線、ケーブル　　）

受入場所　：

構外搬出距離　　　　　　ｋｍを越え　　　　　　ｋｍ以下　　（　ＤＩＤ地区　・　有　　・　無　）　　　

受け入れ条件（　　　　　　　　　　　　　　　　）

○　構内指示の場所にたい積する。

○　構外指定場所に搬出（搬出時期等を監督職員に提出する。）

○　本工事は建設発生土情報交換システム（以下「システム」という）の登録対象工事であり

●　イ）屋外機器及び屋外の配管に使用する支持金物（ボルト類）はステンレス製（SUS304）とし、屋外機器のアンカーボルト

　　のナットにはナットキャップ（樹脂製）を取り付ける。

●　ロ）振動を伴う機器の支持金物のナットはダブルナットとする。

イ）あと施工アンカー　　接着系アンカー

ロ）施工図　　　建築、設備機器等の総合的な位置、取り合いを検討できる施工図を監督職員に提出し、承諾を受ける。

建築物内での火気の使用は原則として行わない。

（Ｋｓ）は下表による。

処理を行う。

さしつかえない。

●　金属製（ステンレス、新金属も含む）　　　　　○　樹脂製（一部可）

発注者に譲渡する。

提出物　　ＣＡＤデーター一式（電子データ等に内容の目録を添付する）

　　　　提出物　　原図（原図が提出できないものは原図にかわる図でよい。）Ａ１　１部（３つ折りケース収納）

　　　　　内容に整合した保全方法を写真等を用い具体的に分かり易い解説をした図書とする。

　　　　提出物　　Ａ４判ファイル綴じ込み　１部（関連工事と合本する）

　　１冊

水平調整付プレート（空転防止リング付）とする。

５０Ｈｚ

●　ＣＡＤで新規作成　　　　○　既存完成図の修正（ＣＡＤデーターの提出は不要）

設計図ＣＡＤデータの貸与　　　○貸与する　　　●貸与しない

●・・・施工図

●　保全に関する資料：機器取り扱い説明書、機器性能試験成績表、官公署届出書類、総合調整測定表、主要機器一覧表、

図面に特記なき場合は、表　１「蛍光灯器具の安定器の回路方式」による。

蛍光ランプは下記による。

照明の人感センサー制御を行う部屋には、下記の注意プレートを設置する。

材質：アクリル板

参考文例：「人の動きを検知して点灯いたします。一定時間動きがなければ消灯しますので

　　　　　　その際は再度身体を動かしてください。」

注意プレート設置室

下記部位に使用する、外面めっき電線管の露出配管には塗装を施す。

第６編通信・情報設備工事　第１章　機材　第１節　電線類等　１．１．１　電線類等　表１．１．１電線類に

表　３「ＥＭケーブル：環境に配慮した電線」を追加する。

図面に特記なき場合は、表　４「機器取付高さ」による。

５個以上の場合（ＰＦ２２）を２本、天井まで立上げる。

現場説明書による。

○　省エネ形　　　　　　　　　　○　一般形　　　　　　　　　　　　●　ＬＥＤ

図面に特記なき場合は、表　２「接地極一覧表」による。

○　ノイズ対策用として絶縁トランスを設置する。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成２８年）

電池内蔵形非常用照明器具

上記以外のもの

ルーバー又は照明カバー付、防雨形、防湿形

ルーバー又は照明カバーが取付け可能な器具

センサー等と組合せて連続調光を行う器具

連続調光に使用する器具

初期照度補正制御を行う器具

上記以外の露出形及び下面開放形

Ｈ１６Ｗ　Ｈ２４Ｗ　Ｈ３２Ｗ　Ｈ４２Ｗ

Ｐ３２Ｗ　Ｐ４５Ｗ

１８Ｗ　２７Ｗ

○　　既設キュービクルの変圧器、コンデンサの絶縁油微量ＰＣＢ分析を行うものとする。

防雨形器具、防湿形器具、シーリングライト、プルスイッチ付

本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、次の１）から５）を満たす

再資源化等をした施設の名称及び住所

埋込形分電盤からの立上り予備配管は、予備の配線用遮断器４個以下の場合（ＰＦ２２）を１本、

イ）施工範囲　　図面に特記なき場合は、「工事区分表」による。

　　　都道府県条例の対象建設工事であり、分別解体等及び特定建設資材の再資源化等について適切な処理を行う。ただし、

　　　工事契約後にやむを得ない事情により予定していた条件により難い場合は監督職員と協議する。

　　　なお、再利用・減量化等を含め発生材の搬出処理費は今回工事範囲外とする。

　　　請負者は工事の実施に当たって土量、土工時期に変更があった場合、速やかに当該システムにのデータ変更を行う

　　　ものとする。なお、これによりがたい場合には監督職員と協議しなければならない。

（１）本工事に使用する設備機材等は、設計図書（「設備機材等選定表」を含む）に規定するもの、又はこれらと同等のものとする。

　　　ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

（２）化学物質を発散する建築材料等

１．工事場所

．工事概要Ｉ

２．建物概要

　工事実績情報の登録

．工事仕様ＩＩ

１．共通仕様

　設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料のうち、「標準仕様書に定める品質及び性能」を有することの証明

　となる資料は、監督職員の承諾を受けることにより、外部機関が発行する証明資料の写しとすることができる。

　工事期限より　　　　日前

　　　本工事は「建設工事に係わる資材の再資源化等に関する法律」（平成１２年５月３１日法律第１０４号）及び施行令又は

４．工事種目（■印の付いたものを適用する。）

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事

による。

　●

　●

　●

　●

　●　登録を行う。　　　　○　登録を行わない。

章 項 目 特 記 事 項

２．特記仕様

●印の付いたものを適用し、○印の付いたものは適用しない。

（　接着剤　　　　　○　有機系　）

金属拡張系アンカー

　各機器の個別運転後に総合調整を行い、機能確認報告書を監督職員に提出する。

設置場所 機器種別
重要機器 重要機器

機　器

防振支持の機器

水槽類

中　間　階

地下・１階

上層階

屋上及び塔屋

特定の施設

一般機器

　一般の施設

一般機器

機　器

防振支持の機器

水槽類

機　器

防振支持の機器

水槽類

　設備機器の固定は、「建築設備耐震設計・施工指針　２００５年版（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築

　〇

　工事完成時に下記の図書を監督職員に提出する。なお、施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は

　　　　　　　　　原図　Ａ１　１部（３つ折りケース収納）

　　　　　　　　　陽画複写製本　Ａ１　２つ折り製本　１部

　　　　　提出物　　Ａ４判ファイル綴じ込み　　　１部　（関連工事と合本する。）

　　　　　　に基づき作成する。

　　　　　　主要材料等）Ａ４判ファイル綴じ込み　１部

　●

●・・・完成図等

　本工事に必要な工事用電力、水などの費用は、請負者の負担とする。

該当する建築材料

規　制　対　象　外

○

○○

第　　三　　種

ホルムアルデヒドの発散量

規格品

規格品

　　ものとする。

　　　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、その他の木質建材、

　　　　　ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない難揮発性の可塑剤を使用し、ホルム

　　　　　アルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　５）上記　１）、　３）及び　４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、ホルムアル

　　　　　デヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　なお、ホルムアルデヒドを放散しないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒドの放散が極めて少ないもの

　　とは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外のものを使用するものとするが、該当する材料等がない場合は、

　　第三種のものを使用するものとする。

　　　また、「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

　　配線器具の蓋

　●

　●

　●

一
　
　
　
般
　
　
　
共
　
　
　
通
　
　
　
事
　
　
　
項

　●

　●

　●

一
　
　
　
般
　
　
　
共
　
　
　
通
　
　
　
事
　
　
　
項

　工事現場におく電気保安技術者は、監督職員の職務を補佐し、電気工作物の保安の業務を行うものとする。

　最大電力５００ｋＷ以上の場合においても、第１種電気工事士により施工を行う。

　工事の着手、施工、完成にあたり、関係官公署その他の関係機関への必要な届出手続き等を遅延なく行う。

　重要度の高い設備機器

　施工方法：

　○Ａ種（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　○Ｂ種（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　ＭＭ１－Ａを使用する。　（位置ＢＯＸ共）

　分電盤、制御盤、端子盤などの２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径などは、監督職員の承諾を受けて、変更しても

　床版で断熱材打込み部分は、断熱材用インサートとする。

　長さ１ｍ以上の入線しない管路には、１．２ｍｍ以上の樹脂被覆鉄線を挿入する。

文字：印刷文字（黒及び赤）

　（規模、仕上げの程度及び備品等については現場説明書による。）

　○　設ける（　○　既存建物内の一部を使用する。　　○　構内に設置する。　　号　　○　構外に設置する。　　号）

　注）コンパクト形のランプ（一般形）の光源色は、３波長域発光形（昼光色）とする。

一
　
　
　
般
　
　
　
共
　
　
　
通
　
　
　
事
　
　
　
項

　
仮
　
　
設
　
　
工
　
　
事

　
工
　
　
事
　
　
範
　
　
囲

工
　
　
事
　
　
内
　
　
容

　注）必要な天井点検口については管理監督者との協議による

地上～窓中心

地上～引込点

測　　　点

鏡上端～中心

床上～上端廊下通路誘導灯

者 床上～中心

用 床上～中心

床上～中心

力

障

身

動

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

ブラケット（一般）

コンセント（厨房）

（ファン用）

コンセント（車庫）

コンセント（機械室）

ブラケット（踊場）

ブラケット（鏡上）

避難口誘導灯

コンセント（屋外）

灯

コンセント

地上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～下端

床上～中心

床上～中心

床上～下端

床上～中心

コンセント（和室）

分　電　盤（壁掛形）

コンセント（一般）

スイッチ（一般）

スイッチ（和室）

コンセント（台上）

電

通

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

台上～下端

床上～中心

引込線引留め高

機　　　　　器

取引用計器共

テ 天井～上端 　　　２００機器収容箱

直列ユニット（一般）

直列ユニット（和室）

　１，３００

知
　１，５００

　１，１００

　１，１００

　１，３００

　１，３００

　　　９００

　１，５００

火

発　信　機

機器収容箱

表　示　灯

警報ベル
報

災

受　信　機

副受信機

ビ

レ

床上～上端 　　　２５０

天井～上端

床上～上端 　　　２５０

　　　１５０

床上～操作部

床上～操作部

床上～操作部

床上～操作部

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

　２，３００

　２，１００

　　　２００

　　　３００

端子盤（ＥＰＳなど）

端子盤（廊下、室内）

壁付アッテネータ

壁付形スピーカ

ファン下端

　１，３００

タ

ン
ホ

ー

イ
ン

壁付発信機

表　示　盤

等

表

示

　１，３００

　１，２００

　　　１００

　　　２００

　　　３００

壁掛形親時計

壁付子時計計

拡

声

時

話

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

　１，３００

　１，３００

　２，３００

　１，３００

　２，３００

　１，３００

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～下端

床上～中心

床上～中心

　　　２００

　１，３００

　２，３００

　２，３００

　　　３００

　１，５００

　　　３００

引込線引留め高

取付高（ｍｍ）

約１，８００

集合保安器箱
電

地上～引込点

天井～上端 　　　２００

機　　　　　器 測　　　点 取付高（ｍｍ）

　１，５００床上～中心機器収容箱（ＥＰＳ）

床上～中心 　　　９００

床上～中心 　１，４００床上～中心

床上～中心 約１，３５０

ただし、これにより高い場合は監督職員と協議する。

１，５００（上端２，０００以下）

１，５００（上端２，０００以下）

１，５００（上端２，０００以下）

８００～１，０００

５００～１，０００

８００～１，５００

８００～１，５００

８００～１，５００

８００～１，５００

１，０００～１，３００

２，１００～２，３００

コンセント（車椅子用

　１，０００以下

　　　１５０

「使用中」「施錠中」表示灯

工　　　　事　　　　種　　　　別建物別及び

工事種目 屋外 備　　考

照 明(非常・誘導灯含)　設　備

駐 車 場 管 制 設 備

防 犯 ・ 入 退 室 管 理 設 備

電波障害調査

　●

　●

　●

ラ　ン　プ

直管形の

のランプ

Ｈｆ形のランプ

蛍　　光　　灯　　の　　種　　類

高輝度誘導灯

２０形

ＰＸＨ　５

Ｅ　　１５

ＰＮ　　５

ＥＬ　１５

ＧＬ　１５

ＧＨ　１５

標準図記号

ＰＺＨ　５

ＰＨＨ　５

ＰＮＨ　５

ＰＴＨ　５

ＰＫＨ　５

コンパクト形
一般形

Ｈｆ形

　装柱機器及び屋外灯用接地極の埋設標は不要とする。

ただし、Ｄ＝１０は１，０００ｍｍ、Ｗ＝３０は１，２００ｍｍとする。

避雷器用（低圧用）

避雷器用（高圧用）

共　同　接　地

構内交換機（陽極用）

本配線盤の保安装置

拡声増幅器

電話引込口の保安器

測　定　用

Ｄ　種　接　地

Ｃ　種　接　地

Ｂ　種　接　地

Ａ　種　接　地

避雷設備用接地

避雷設備用接地

防犯装置用 Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｓ

ＬＨ

ＬＬ

Ｏ

Ｄａ

Ｄｔ

ｔ

Ａｔ

接地抵抗値記　　　号

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

接地の種別

Ｅ

Ｅ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ａ

Ｌ

Ｌ

接地極の規格、数量

Ｅ Ｅ ＣＡ共　同　接　地 Ｅ Ｄ

Ｅ Ｅ ＤＡ ＥＬＨ

　接地極の種別は下記を標準とし、ＥＢの長さは１，５００ｍｍとする。

避雷器用（モデム用） Ｅ ＭＤ

○

○

○

○

○

○

○

　　　　　以下

　１０　　以下

　　　　　以下

　１０　　以下

　１０　　以下

１００　  以下

□

　　　　提出物　　Ａ４判ファイル綴じ込み　　部（関連工事と合本する）

１００　  以下

１００　  以下

　１０　　以下

　１０　　以下

　１０　　以下

　１０　　以下

１００　  以下

ピット内配線 大ホール床下ピット内配管については木製等クリート台にパイプを固定し、整然と並べて配管を施すこと。

車両乗入れ

建築鉄骨鋼材に専用支持金具を使って固定。

補助設備：照明器具附設の落下防止ワイヤーにて補助する。

建物名称 構　造
階数 建築基準法上の面積 消防法施行令

備　考
別表第１の区分地上 地下 塔屋 延べ面積（㎡）建築面積（㎡）

□

※ すべてLED照明に更新する

　１０　　以下

１００　  以下

屋 外

資機材置場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●構内　　　○

建設発生土（埋戻し及び盛土用）の仮置場所　　　　　〇構内　　　○　　　　　　

工事車両の駐車場　　　 　　　　　　　　　　　　　 〇構内　　　○

研究所監修）」による。なお、本工事の施設分類は（　　●　特定の施設　　○　一般の施設）とし、設計用標準水平震度

　外部に面する壁、天井で建築工事でＰＦ板（スタイロホーム等）打ち込み箇所に取付ける位置ボックスなどは保温、結露防止の

（　○屋外［VEまたは溶融亜鉛メッキ管］　○　　　　　　　　　　○　　　　　　　　　　）

　○

　○

　　　　　以下

○

○

屋内運動場

屋内運動場

□

■

受　変　電　設　備

動　力　設　備

換　気　電　源　設　備

幹　線　設　備

□

□

□

コンセント　設　備

発　電　設　備

構 内 情 報 通 信 網 設 備

構　内　交　換　設　備

拡　声　設　備（電気時計含む）

非　常　放　送　設　備

誘　導　支　援　設　備

テ レ ビ 共 同 受 信 設 備

監 視 カ メ ラ 配 管 設 備

映 像 ・ 音 響 設 備

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

中 央 監 視 制 御 設 備□

自 動 火 災 報 知 設 備

昇　降　機　設　備

構内配電線路

構内通信線路

警 備 保 障 用 配 管 設 備

□

□

□

□

□

□

改設一式

５．指定部分　　　※　無し　・　有り（工期　令和　　年　　月　　日、　対象：　　　　　　　　　　　　　　）

●営繕工事電子納品要領（令和３年改訂版）

　○

　○

　○

○　銅合金製　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　アルミ製

○　アルミ製　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　樹脂製

　○ ○　制御盤等で配管ボンドとなる負荷には接地端子を設けない。

　○

　○

　○

　○

　○

　○

　構内に作ることが　　○　できる（図示）　　○　できない

　●　設けない　

○

○

○

○

○

○

○

○

　○

　○　東北地方整備局制定の営繕工事事業用電気工作物保安規程を適用する。

　○

　● 　●　発生材の分別解体及び再資源化

●分別解体の方法

　○増築　●模様替　　　●有　　○無

●手作業　　　○手作業、機械作業併用

　○

（　○本体打込み式　　　　　　　）

ロ）試　　験　　　　　　性能確認試験　　　　 （　○行わない　　　○行う　　　）

　　施工確認試験　　　　 （　○行わない　　　○行う　　　）

　○

○　自立配電盤　　　　○　発電装置　　　　　○　交換機　　　○　ＵＰＳ　　　○　直流電源装置　　　○　防災盤

○　増幅器（自立形）　○　受信機（自立形）　○　情報通信ラック　　○　電灯・動力トランス　　○　動力分電盤

　○

　○

　○

　○

　●

○　建設大臣官房官庁営繕部監修「管理者のための建築物保全の手引き　改訂版」

　○

（　○　便所［男・女・多目的］　　　　　○　　　　　　　）

　○

仮　設　工　事

外部足場　　　　　（○　Ａ種　○　　Ｂ種　　　○　Ｃ種　　○　Ｄ種　　　　　　　　　　　　　）

内部足場　　　　　（○　脚立　○　　足場板　　○　（建築工事）を無償で使用できる　）

○上記の他、別契約の関係請負者が定置した足場、さん橋類は無償で使用できる。

仮設間仕切　　　　（○　Ａ種　○　　Ｂ種　　　○　Ｃ種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　

　●

１.　既設照明器具（蛍光灯、水銀ランプ）を高効率照明 ＬＥＤに更新改修を行う。

○・・・保全に関する資料

○施設保全マニュアル：「施設保全マニュアル作成要領」（監督職員）に基づき作成する。当該施設固有の

○　機器取り扱い説明書　：　宿舎等で共用部分は除く部分に設置した機器の取扱い説明書をまとめる。

〇特定建設資材廃棄物の発生材の処理

●営繕工事写真撮影要領（令和５年版）による。　　（完成写真　●要　　○不要）

山形県鶴岡市黒川字小在家90番地

SRC造 2F 1268.00 ７項 -

編）（令和７年版）」（以下「改修標準仕様書」という。）及び国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修の「公共建築設備工事

標準図（電気設備工事編）（令和７年版）」（以下「標準図」という。）による。ただし、改修標準仕様書に記載されていない事項は

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和７年版）」（以下「標準仕様書」という。）

○特定建設資材廃棄物以外の発生材の処理

　○しない

　○しない

㎞

㎞

●　　特別管理産業廃棄物　　         （　　●　　ＰＣＢ使用機器　　                                                                ）

　○

　　　　　　　　　陽画複写製本　Ａ３　２つ折り製本　１部

※　鶴岡市立櫛引東小学校屋内運動場高効率照明器具更新工事に伴い、下記の項目を改設する。

PROJ.   NODATE PROJ. 　 ITLE

DWG.     TITLE

SCALE

CHECK

山形県鶴岡市切添町23-5

TEL.0235-33-9808　FAX.0235-33-9809

一級建築事務所 山形県登録(1811)第1820号

一級建築士登録 第141949号　佐藤　繁子

（ 一級建築士事務所／機械・ 電気設備設計）

株式会社

アーキシステ ムエンジ

係 専門員 係長 主査 課長補佐 課長R  年  月  日
監 理 者 印

施 工 者 印

着工年月日

竣工年月日

(A1)N/S

2025 10

電気設備特記仕様書

E-01

鶴岡市立櫛引東小学校屋内運動場高効率照明器具改修工事（繰越明許）

●ローリングタワー２段型（車輪付き）高さ３．８ｍ 　１組リース品導入する。

鶴岡市立櫛引東小学校屋内運動場高効率照明器具改修工事（繰越明許）　特記仕様書

○ローリングタワー５段型（車輪付き）高さ８．９ｍ 　１組リース品導入する。

※アリーナ上部にキャットウォーク有り

足　場　等 枠組足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン（厚生労働省平成１５年４月策定）」により、設置については

同ガイドラインに基づく働きやすい安心感のある足場とし、二段手すりと幅木の機能を有する部材があらかじめ備えられた手すり

先行足場型とするか又は改善措置機材を用いて手すり先行専用足場型と同等の機能を確保するものとする。

　○



水路

便所

市道

水路

水路

宅地
ﾌﾟｰﾙ更衣室 運動場用地

25mﾌﾟ-ﾙ

特別教室棟

管理教室棟

宅地

屋内運動場

飼育小屋

 建物敷地

運動場用地(ｸﾞﾗﾝﾄﾞ)

防火水槽

その他地(消防ﾎﾟﾝﾌﾟ)

水路

主要地方道
(余目．温海線)

町道

宅地

S=N/S

仲村

赤川

小在家

宮の下

赤川

PROJ.   NODATE PROJ. 　 ITLE

DWG.     TITLE

SCALE

CHECK

山形県鶴岡市切添町23-5

TEL.0235-33-9808　FAX.0235-33-9809

一級建築事務所 山形県登録(1811)第1820号

一級建築士登録 第141949号　佐藤　繁子

（ 一級建築士事務所／機械・ 電気設備設計）

株式会社

アーキシステ ムエンジ

係 専門員 係長 主査 課長補佐 課長R  年  月  日
監 理 者 印

施 工 者 印

着工年月日

竣工年月日

2025 10

配置図・案内図

E-02

鶴岡市立櫛引東小学校

(A1)1/500

配置図　S＝1／500

鶴岡市立櫛引東小学校屋内運動場高効率照明器具改修工事（繰越明許）



PROJ.   NODATE PROJ. 　 ITLE

DWG.     TITLE

SCALE

CHECK

山形県鶴岡市切添町23-5

TEL.0235-33-9808　FAX.0235-33-9809

一級建築事務所 山形県登録(1811)第1820号

一級建築士登録 第141949号　佐藤　繁子

（ 一級建築士事務所／機械・ 電気設備設計）

株式会社

アーキシステ ムエンジ

係 専門員 係長 主査 課長補佐 課長R  年  月  日
監 理 者 印

施 工 者 印

着工年月日

竣工年月日

(A1)N/S

2025 10

照明器具姿図（改修前）

E-03

A
安定器　低始動電流型

FSS4-401RHM400W+NH220W B1

F FL40W×1GH G
(参)NF31812　ガード付

FCL30WGH H1
H2 FL40W×1RH

ガード再利用

I FSK1-402RH　ガード付 J1
J2

IL100W

IL60W

D FL110W×1　RH25
調光器用安定器付

FBC1-101GLE

C1 FRS3-202GH C2 FRS3-402GHFSS4-402RHB2

FL40W×1RH　防湿型

鶴岡市立櫛引東小学校屋内運動場高効率照明器具改修工事（繰越明許）



A
高天井用照明器具　マルチハロゲン灯１０００形器具相当 ｉＤシリーズ直付型４０形　Ｄスタイル　Ｗ１５０

B1
ｉＤシリーズ直付型４０形　Ｄスタイル　Ｗ１５０

B2
ｉＤシリーズ埋込型２０形　下面開放型　Ｗ２２０

C1
ｉＤシリーズ埋込型４０形　下面開放型　Ｗ２２０

C2

参考型式:パナソニック　埋込ＸＬＸ８００ＴＥＮＣＬＥ２

電源装置はライトバー側に内蔵
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

本体：鋼板（高反射白色粉体塗装）
消費電力６２．５Ｗ、定格出力型、電圧２００～２４２Ｖ
Ｃチャンネル回避型、一般タイプ、１００００ｌｍタイプ

ｉＤシリーズ埋込型１１０形　下面開放型　Ｗ２２０
D

ブラケット　２０形直管蛍光灯１灯器具相当
F G

ＬＥＤウォールライト　４０形

Ｗ＝５４０　Ｈ＝３８　出しろ７６
光源寿命４００００時間（光束維持率７０％）

カバー：プラスチック（乳白）
両面化粧タイプ、ツマミネジ方式

拡散タイプ、美ルック、電源ユニット内蔵
器具光束１４２０ｌｍ、消費電力１１．２Ｗ、電圧１００Ｖ

昼白色（５０００Ｋ）、高演色Ｒａ９３

参考型式:パナソニック　ＬＧＢ８５０００ＫＬＥ１

H1

J2Ｊ1

電源装置はライトバー側に内蔵
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

本体：鋼板（白色粉体塗装）
消費電力２６．３Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

省エネタイプ、５２００ｌｍタイプ

参考型式:パナソニック　直付ＸＦＸ４５０ＫＨＮＬＥ９
ガード　ＦＫ４１５３４

蛍光灯器具用ガード 仕様：ホワイト塗装

ｉＤシリーズ直付型４０形　反射笠付型
I

ダウンライト　２５０形

参考型式:パナソニック　ＳＬＢ８１８７３ＬＢ１

Ｗ＝１２０８　Ｈ＝６５　出しろ３０
位相制御式（２線式）

（ホワイト）
器具光束２４２５ｌｍ、消費電力２３Ｗ、電圧１００Ｖ

温白色（３５００Ｋ）、高演色Ｒａ９３
光束維持時間４００００時間（光束維持率７０％）

ＬＥＤ内蔵、電源ユニット内蔵、拡散タイプ、美ルック

ブラケット　４０形直管蛍光灯１灯相当
H2E

電源装置はライトバー側に内蔵
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

本体：鋼板（白色粉体塗装）
消費電力４３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

一般タイプ、６９００ｌｍタイプ

電源装置はライトバー側に内蔵
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

本体：鋼板（白色粉体塗装）
消費電力２５Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

一般タイプ、４０００ｌｍタイプ

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３、電源装置はライトバー側に内蔵
光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

反射板：鋼板（高反射白色粉体塗装）
本体：亜鉛鋼板

消費電力２０．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
一般タイプ、３２００ｌｍタイプ

電源装置はライトバー側に内蔵
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

本体：亜鉛鋼板、反射板：鋼板（高反射白色粉体塗装）
消費電力２５Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

一般タイプ、４０００ｌｍタイプ

参考型式:パナソニック　埋込ＸＦＸ４４０ＵＥＮＬＥ９参考型式:パナソニック　埋込ＸＦＸ２３０ＵＥＮＬＥ９参考型式:パナソニック　直付ＸＦＸ４４０ＡＥＮＬＥ９参考型式:パナソニック　直付ＸＦＸ４６０ＡＥＮＬＥ９
公共施設型番：ＬＳＳ－９－４－６５ 公共施設型番：ＬＳＳ９－４－３７ 公共施設型番：ＬＲＳ３－２－３０ 公共施設型番：ＬＲＳ３－４－３７

天井直付型・壁直付型、保護等級：ＩＰ２３
本体：ステンレス、カバー：ポリカーボネート（乳白）

防湿型・防雨型
ＬＥＤ内蔵、電源ユニット内蔵

器具光束２９８０ｌｍ、消費電力２７Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ

参考型式:パナソニック　ＮＮＦＷ４１８１０ＣＬＥ９

５０００Ｋ、Ｒａ８３、光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）

公共施設型番：ＬＢＦ３ＭＰ／ＲＰ－４－２６

参考型式:パナソニック　ダウンライトＸＮＤ２０６９ＷＮＬＥ９

枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１５０
反射板（下部）：鋼板（ホワイトつや消し仕上）

反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）
器具光束：２０７０ｌｍ、消費電力：１５Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ
光源遮光角１５度、光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）

５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ
ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、一般光色タイプ

枠：鋼板（ホワイトつや消し仕上）、埋込穴φ１５０
反射板（下部）：鋼板（ホワイトつや消し仕上）
反射板（上部）：プラスチック（ホワイト）

５０００Ｋ、Ｒａ８５、拡散タイプ

参考型式:パナソニック　ダウンライトＸＮＤ２５６９ＷＮＬＥ９

器具光束：２５１５ｌｍ、消費電力：１８．６Ｗ、電圧：１００－２４２Ｖ
光源遮光角１５度、光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）

ＬＥＤ内蔵＜ワンコア（ひと粒）タイプ＞、電源ユニット内蔵、一般光色タイプ

公共施設型番：ＬＲＳ１－２２

ダウンライト　２００形

公共施設型番：ＬＲＳ１－１７

ＬＥＤポーチライト　６０形電球１灯器具相当

既存ガード再利用

昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
器具光束４５０ｌｍ、消費電力６．２Ｗ、電圧１００Ｖ

拡散タイプ、防湿型・防雨型、天井直付型・壁直付型、ネジ込み方式
カバー：アクリル（乳白）

参考型式：パナソニック　ＬＧＷ８５０６６ＬＥ１
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照明器具姿図（改修後） (A1)N/S

E-04

下面ガード　フレーム：鋼材（亜鉛メッキ仕上） 

　　　　 ガード　ＮＹＫ００１１７
参考型式:パナソニック　ＮＹＭ２０２１５ＬＲ２

器具本体（４．４ｋｇ）
約５～１００％連続調光、落下防止ワイヤー付

本体：アルミ、パネル：ポリカーボネート（透明）、アーム：亜鉛鋼板
光束維持時間６００００時間（光束維持率８５％）、電源内蔵型

昼白色、５０００Ｋ、Ｒａ７０、中角タイプ、直付型

公共施設型番：ＬＳＲ２Ｍ－４００
　　　　　　　　ＬＳＲ２ＡＭ－３４０

光束４２３００ｌｍ、消費電力２３０．２Ｗ、電圧２００～２４２Ｖ

ＬＥＤベースライト　３２形Ｈｆ蛍光灯１灯器具相当

参考型式:パナソニック　ＬＧＢ５２１１０ＬＥ１

電源装置はライトバー側に内蔵
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

光束維持時間４００００時間（光束維持率８５％）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）

本体：鋼板（白色粉体塗装）
消費電力２３Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ

天井・壁付兼用タイプ、２５００ｌｍタイプ

鶴岡市立櫛引東小学校屋内運動場高効率照明器具改修工事（繰越明許）
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照明設備　1階　平面図
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鶴岡市立櫛引東小学校屋内運動場高効率照明器具改修工事（繰越明許）
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鶴岡市立櫛引東小学校屋内運動場高効率照明器具改修工事（繰越明許）
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